
中間考査が終わり、いよいよ体育祭への準備が本格的となった。放課後

には応援団の太鼓が響きわたり、雨天練習場にある団旗は、いまかいまか

と待ち構えている。 

ふと、思った。体育祭とはいつどのようにして、また何のために生まれ

たのか、と。『運動会と日本近代』という本の中に書かれていたのが、明治

7 年に海軍兵学寮で行なわれた「競闘遊戯」に起源があるそうだ。当時の

プログラムには、西成高校の体育祭の競技にもある三人四脚も記載されて

いる。そのほかにも、祭りの出し物も明記されている。さまざまな社会的

背景がある中で、「個人の競争」と「集団の同調」はこの時代から作られて

いるようだ。 

現代の体育祭にも、個人の競技から集団の競技まで様々あるが、大事な

ことは、個々が個々のために動くのではなく、「集団の同調」だと思う。

100M走で走る人も、クラスで行なう大縄飛びも、各団の応援団も、全て

は一つのものをつくるために・・・あぁ、体育祭が待ち遠しい。 

 5 月 22日（火）に「ナニワ企業団地」に見学に行き

ました。今回の見学で、製造業とはどのような仕事なの

か、また、関わることが少なかった製造業を身近に感じ

ることができたのではないでしょうか。今回は、太洋機

工（株）とフジムラ（株）の２社を見学させていただき

ました。ご協力いただいた社長様、ありがとうございま

した。以下、参加生徒の感想です。 ＜生徒の感想＞ 

○製造業はお客さんの顔を思い浮かべながら作る 
・見学をさせていただいて、お客様への事を思って隅々まで商品をチェック

されたり、日々新しい物を作ったりされていて、すごいと思いました。（１組 

Ｕ・Ｓ） 

・とても大変そうだったが、「お客さんに喜んでもらった時が嬉しかった」と

おっしゃっていた。感謝の言葉を言われると頑張ってきて良かったと思える

のだなと思った。（２組 Ｍ・Ｙ） 

・仕事を続けていく中で大事なことは、自分が作った商品を売ったときのお

客様の顔を考えることだと思った。（４組 Ｆ・Ｔ） 

○新しい発見！ 
・製造業とは１人で作業するものなのかと思っていたが、社員全員で協力し

合う仕事だと気づいた。（１組 Ｔ・Ｒ） 

・製造業の社長はといえば、とても怖いイメージを勝手に持っていたが、と

ても明るくフレンドリーな方だった。（１組 Ｓ・Ｔ） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成３０年度  第３学年 

学 年 だ よ り  第 ６ 号 

平成３０年５月２５日発行 
N times 

～自分たちのために 

商品を作ってはいけません～【ウィルト・ディズニー】 

団の垣根を越えて一つのものを･･･ 

 
６月行事予定 

１日（金）体育祭（中止の場合→金１～６） 

  

 ４日（月） 

５日（火）心臓検診２次 

     体育祭中止→45分×6時間 

６日（水）体育祭予備日① 

７日（木）防災避難訓練 

８日（金）体育祭予備日② 

    体育祭６/６の場合→【水１～６】 

 

１１日（月）面接練習②（～19日まで） 

１２日（火） 

１３日（水）【水１２５６】検尿２次成績懇談 

１４日（木）【木１～４】成績懇談 

      西成クリーンDay 

１５日（金）欠席者内科 

１８日（月） 

１９日（火）【火１２５６】 

２０日（水）      面接テスト 

２１日（木）欠席者歯科 

２２日（金） 

 

２５日（月）【火１～４】 

２６日（火）期末考査開始！ 

２７日（水） 

２８日（木） 

２９日（金） 

 

※網掛け以外は通常授業 

ナニワ企業団地見学 


